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727  時間 (学科387時間、 実技340時間)

教 材 費 等 計

検定料計

介護過程の展開の実際、介護技術の評価

医療的ケア（演習）

介護予防、実技評価試験、総合実技演習

訓練時間総合計

介護の基本Ⅱ

総括実習

生活支援とICF、ボディメカニクスの活用、介護技術の基本（移動・移乗、食事、入浴・清潔保
持、排泄、着脱、整容、口腔清潔、家事援助等）、環境整備、福祉用具の活用等の視点

介護過程Ⅲ

利用者の状態（障害、要介護度、医療依存度、居住の場、家族の状況等）における事例、事
例における介護過程の展開、観察のポイント、安全確保・事故防止、家族支援、他機関との
連携考察

履歴書の作成ポイント、面接の受け方、職場でのコミュニケーション、オリエンテーションなど

医学的側面からみた認知症の理解、認知症の人や家族への支援の実際

介護に関係した身体の仕組みの基礎的な理解（移動・移乗、食事、入浴・清潔保持、排泄、
着脱、整容、口腔清潔）

学

科

認知症の理解Ⅰ

介護の基本Ⅰ

障害の理解Ⅰ

障害の理解Ⅱ

発達と老化の理解Ⅱ

医療的ケア

人間の尊厳と自立

障害者福祉の理念、障害による生活障害、心理・行動の特徴、障害児者や家族へのかかわ
り・支援の基本

こころとからだのしくみⅠ

就職支援

試験対策

介護用ベッド、車椅子、介護浴槽、パソコン、プロジェクタ　他 13,824円

生活支援技術Ⅱ

介護過程Ⅱ

医学的側面からみた障害の理解、障害児者への支援の実際

医療的ケア実施の基礎、喀痰吸引（基礎的知識・実施手順）、経管栄養（基礎的知識・実施
手順）

実

技

生活支援技術Ⅰ

パソコン、インターネット実技
ワープロソフトでのビジネス文書の作成、表計算ソフトによる表作成の基礎、インターネット検
索、メールソフトの使い方など

施設実習

こころとからだのしくみⅡ
（利用者の心身理解演
習）

利用者の心身に合わせた介護、福祉用具等の活用、環境整備
（移動・移乗、食事、入浴・清潔保持、排泄、着脱、整容、口腔清潔、睡眠、終末期の介護）

訓練修了後に就職を想定する職種等の職場見学や職場体験、当該職種従業者による職業
人講話

喀痰吸引演習（口腔、鼻腔、気管カニューレ内部）、経管栄養演習（胃ろう、腸ろう、経鼻経
管栄養）、救急蘇生法演習　※シミュレータ装置による演習となります。

人間の心理、人体の構造と機能、身体の仕組み、心理・認知機能等を踏まえた介護におけ
るアセスメント・観察のポイント、介護・連携等の留意点（移動・移乗、食事、入浴・清潔保持、
排泄、着脱、整容、口腔清潔、睡眠、終末期の介護）

生活と福祉、社会保障制度、障害者自立支援制度、介護実践に関する諸制度

介護保険制度

介護を必要とする人の生活の理解と支援、介護実践における連携、介護における安全の確
保とリスクマネジメント、介護福祉士の安全

認知症の理解Ⅱ

受　講　対　象 　・初心者　・他（　　　　　　　　　程度）
別途、健康診断に
係る費用

発達と老化の理解Ⅰ 老化に伴う心の変化と日常生活への影響、老化に伴うからだの変化と日常生活への影響

職場見学、職場体験、
職業人講話

修了試験、修了試験解説

主要な機器設備

習　得　能　力 介護事務所において利用者の状態に応じた訪問介護及び施設介護ができる。

目  標  資  格 介護福祉士実務者研修修了

訓

練

の

内

容

科　　　　　　目 科　　　目　　　の　　　内　　　容

訓　練　期　間
平成29年3月10日（金）～平成29年９月８日（金）

６か月
訓練人員

最少開講人員8名から
定員20名

訓　練　内　容
介護従事者としての職業倫理と態度を養い訪問介護や施設介護における利用者の状態に応じた身体の世
話や日常生活の自立支援、医療的ケアに関する知識・技能及び基本的なパソコン技能を習得する。

委託訓練カリキュラム

実施場所・施設名
富山市奥田新町７番３５号　第２ボルファートビル１Ｆ(施設名　企業組合労協センター事業団　富山地域福祉
事業所）

訓　練　科　名 135 介護職員（実務者）養成科
訪問介護職、施設介護員、訪問介護事
業所におけるサービス提供責任者

人間の尊厳と自立

介護におけるコミュニケーション技術、介護場面における利用者・家族とのコミュニケーショ
ン、介護におけるチームのコミュニケーション

介護過程Ⅰ 介護過程の基礎的知識、介護過程の展開、介護過程とチームアプローチ

認知症ケアの理念、認知症による生活障害、心理・行動の特徴、認知症の人とのかかわり・
支援の基本

社会の理解Ⅱ

介護福祉士制度、尊厳の保持、自立に向けた介護の考え方と展開、介護福祉士の倫理

コミュニケーション技術

社会の理解Ⅰ

人間の成長・発達、老年期の発達・成熟と心理、高齢者に多い症状・疾病等と留意点


